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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、若者が乱用薬物に接した場合、使用を踏まれるような薬物乱用防止教
育の実施に役立つことにある。そのため、小学生から理念を身につけられるように、最新
の薬物情報を科学的に示した教材/試料の作成と広報を行うことにある。そこで、薬剤師や
学校教職員から課題や問題点を収集するシステムを、また、医療関係者も活用できる毒性
予測データベースの基礎を構築した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this study is to have the concept of reject the drug abuse in young 

people.  Our latest information of drug abuse are available for the teaching materials 

and database of toxicity prediction.  Therefore, elementary school students can 

understand the dangers of drug abuse from new abuse materials.  Furthermore, this 

system of our Research Committee can collect Information sought from school staffs 

and pharmacists, and, this database can be provided to medical personnel. 
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１．研究開始当初の背景 

現在でも同様であるが、大学生等の若年層
を中心に、大麻乱用や合成麻薬ＭＤＭＡ等の
乱用が増加していることが社会的に問題と
なっている。薬物乱用者が低年齢化し、多様
な新規薬物の乱用が顕在化している。特に、
麻薬や覚せい剤のように快感や多幸感を目
的とした化学物質や植物の違法ドラッグは

ハードドラッグへの入門薬となることが指
摘され、平成 19年度から規制が強化された。
しかし、海外から新規薬物や幻覚植物の流入
や未処理大麻種子等の問題が山積している。 

薬物の乱用防止には薬物を社会から排除
することであるが不可能であり、薬物乱用防
止教育に重点を置くべく、文部科学省、厚生
労働省等から各種の教材や指導マニュアル
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が用意されている。小学校からロールプレイ
などで回避行動の学習を含む防止教育が行
われ、近年、心理・社会的影響に関する行動
科学に基づく教育は著しく充実した。 

そこで、実効性の高い薬物乱用防止教育を
実現するためには、行動教育によるライフス
キル向上にあわせて、正確な薬物知識を獲得
することが不可欠と考えられた。しかし、薬
物知識に関する情報はほとんど変化がなく、
現場では旧来の薬物知識を補完する違法ド
ラッグのような最新の薬物情報等の多様な
要望が寄せられているため、その要望に応え
るべく研究を企画した。 

 

２．研究の目的 

 本研究は既存の薬物乱用防止教育の教材
を補完する毒性情報を学校等に提供し、｢喫
煙、飲酒、薬物乱用｣防止教育の充実を目指
した。 

我々には教師や薬物乱用防止指導員等か
ら違法ドラッグ等の情報提供が要請されて
いる。特に、最新の薬物情報では平成 19 年
度に薬事法が改正されて指定薬物制度が発
足したが、指定薬物にも規制されていない違
法ドラッグ（いわゆる脱法ドラッグ）、近年
では脱法ハーブ等のような規制が追いつか
ないような健康被害が予測されるような薬
物の情報を対象とすることが多い。そのため、
我々の持つ多種多様な違法ドラッグとその
化学及び毒性データを活用して構造類似性
と中枢毒性の相関性に焦点を絞った解析を
行い、情報羅列ではなく実験科学を基盤とし
た資料を作成することとした。 

これにより、薬物乱用防止教育の現場に正
確な薬物知識を効率的に習得できる資料が
提供でき、実効性の高い薬物乱用防止教育に
貢献することを目標とした。 

 

３．研究の方法 

研究は次のように計画したが、平成２３年
度から現所属に転出したことから一部変更
となった。 
平成２２年度は以下のように調査と検討

を行った。 
（１）薬物情報の収集と整理（代表と連携） 
① 違法ドラッグ等の毒性に関する文献収集 
②違法ドラッグ等分析データベースの拡充 
 新規乱用薬物や向精神作用物質の構造や
化学情報をデータベースに投入する。 
③違法ドラッグ等の生体影響の実験 
（２）収集した情報の解析（濱田） 
違法ドラッグ分析データベースから構造情
報を抽出し医薬品クラスター解析を用い、中
枢毒性データとの相関性を算出する。 
（３）資料/教材の編集と制作（代表と (安
田)） 
  動物実験の映像や化学実験の映像を作成

し、中枢毒性関係をまとめる。 
平成２３年度以降 
当初は作成された資料は随時講演等に利

用し、また、薬物乱用防止活動を業務とする
くらし安全指導員の協力を得、内容の充実を
図ることとしていた。 
しかし、本学に転出したことから、足立区

薬剤師会や足立区教育委員会との連携を行
うことにより、小中学校等での薬物乱用防止
教育への貢献を目指した。 
 一方、新規乱用薬物の情報や動物実験等の
作用、また、データベース作成と毒性予測に
ついては当初予定のように進めた。 
 
４．研究成果 
（１）成果総括 
 キックオフミーティングや薬物乱用防止
シンポジウム等を開催できた。その過程や実
施するにあたり、教育委員会や所轄警察との
連携を形成することができ、また、地域の特
性等を把握することが可能となった。薬学会
や社会薬学会等でのシンポジウムやフォー
ラムの開催では薬学専門家から課題を収集
できた。その中で、小中学校での防止教育で
は新しい乱用薬物の情報や研修の場が得に
くいことが明らかになった。 
そこで、我々が蓄積してきた情報を、実効

性が高い教育活動を実践できることを目指
して作成した。海外の実態に関する情報（今
後の課題の指摘を含め）、また、生体への危
害性に関する知識などを含め科学的な情報
や毒性予測を、各種機関への提供にも利用で
きるように配慮した。 
 特に、次年度では脱法ハーブの乱用が社会
的な問題となり、関係機関や学会等の総説依
頼や依頼講演、警察からの捜査協力や報道機
関からの情報要請、また、保健所等が開催す
る講演会や勉強会に積極的に対応した。 
その詳細は以下に示す。 

 
（２）シンポジウム等による成果公開： 
①キックオフミィーテング「薬物乱用防止教
育におけるライフスキル向上に有効な薬物
知識とは何か？」：2010 年 1 月 21 日、茅ヶ崎
市． 
 本研究班メンバーの研究成果を報告する
とともに、意見交換会の場を設け研究班への
要望や意見を収集した。 
内容： 
1.趣旨説明 
2.乱用薬物の状況について 
｢オランダを中心とした海外での乱用薬物の
現状と危険性｣（分担：安田） 
3.乱用薬物の毒性について 
「合成麻薬 MDMA 類似化合物 methylone のマ
ウス中枢毒性作用について」（連携：宮澤） 
4.乱用薬物の情報提供について 



 

 

「乱用薬物のデータベース作成と有効活用
への提案」（分担：濱田） 
5.総括（代表：小島） 
参加者は約 60 名、薬学部、衛生関係職員、

学校等の教職員と学生であった。 
集約された意見にはいわゆる脱法ドラッ

グのみならず、医療用医薬品や個人輸入の医
薬品、健康食品の情報も網羅した情報、また、
直接、学校へも講師派遣を行ってほしい等の
意見が得られた。更に、試行版の教材の一部
も提供を行い、意見を集約する作業を開始し
た。 

 
②帝京科学大学地域連携公開シンポジウム  
「薬物乱用防止教育の実効性を高めるため
に何ができるか？」（日本学術振興会科学研
究助成金基盤研究講演会） 2012年 2月18日、
足立区．本部キャンパスのある足立区で地域
と連携した薬物乱用防止教育に取り組むよ
うに足立区薬剤師会との共催、また、足立区、
足立区教育委員会、千住警察署、足立区薬物
乱用防止協議会の後援を得て以下のように
開催した。 
内容：  
1.背景および趣旨説明 (代表：小島) 
2.講演 (1)｢足立区の薬物乱用防止啓発活動
の概要と今後｣ (足立区薬剤師会・西沢氏) 
 (2)｢オランダを中心とした海外での乱用薬
物の現状と危険性｣ (分担：安田) 
3.特別講演 「救命救急センターにおける薬
物中毒の現状と課題」 （北里大臨床薬学･中
毒学 福本真理子氏） 
4.総合討論及び研究班への要望 (代表小島) 
閉会挨拶 藤田義人(足立区薬剤師会副会長) 
足立区内公立小中学校における薬物乱用防
止教室の開催状況や足立区での薬剤師会や
薬剤師の薬物乱用防止活動が報告された。ま
た、ER へ搬送される薬物乱用者について北里
大学での実態が報告された。 
 集約された意見は薬物乱用防止教育が小
中学校では半数しか実施できない状況にあ
り、乱用薬物の情報が不足しており、また、
毒性の観点からは作用予測も期待されてい
た。 
 
③日本薬学会第 132 年会 一般シンポジウ
ム：「違法ドラッグ（いわゆる脱法ドラッグ）
から指定薬物へ ～検査から規制へのアプ
ローチ～」2012 年 3 月 29 日 札幌市． 
薬学会においてシンポジウムを、東京都健

康安全研究センター研究員と共同で次のよ
うな内容で企画開催した（情報提供を主とす
るため、学会発表とせずここで報告する）。 
1.「東京都における違法ドラッグ対策の現状
と今後の課題」（東京都・阿部氏）． 
2.「違法ドラッグに関する理化学検査の現状」
（千葉県衛生研・長谷川氏） 

3.「違法ドラッグを分析化学の立場から考え
る」（静岡県大・豊岡氏） 
4.「コンピュータシミュレーションによる違
法ドラッグの活性予測」国立医薬品食品衛生
研究所（国立衛研･栗原氏） 
5.「違法ドラッグ生体影響試験の開発～in 
vitro 試験系～」（東京都健安研・佐藤氏） 
6.「違法ドラッグ生体影響試験の開発～in 
vivo 試験系～」（東京都健安研・小縣氏） 
7.「違法ドラッグを取り巻く国内外に於ける
現状と規制の比較」（国立衛研･花尻氏） 
の情報が提供された。 
参加者は 200 名程度の会場が収容しきれな

い状況となり、脱法ハーブやいわゆるバスソ
ルトなどの健康被害がマスコミでも取り上
げられ、違法ドラッグへの包括規制が話題と
なっており、規制サイドからの関心も高かっ
た。 
 
（３）教材/資料の作成 
①教材/資料の作成 
 当初の目的であった教育機関での教材/資
料の作成を行った。脱法ハーブやバスソルト
等の新しい薬物が出回ること、また、法律の
改正が頻繁になったことから紙ベースで行
ったため訂正を繰り返すこととなっている。 
ｱ)小学校高学年向け ｲ)中学生向け ｳ)一
般向けの 3 種類を用意した。（新年度、HP よ
り公開） 
②中毒予測のデータベースの作成 
 以下のような項目を立てデータベースを
作成した。 
ｱ)項目 

（印刷の都合上、大項目のみを示す） 

 これらをそれぞれ個別のデータベースと
して作成し、必要に応じて 1 枚の画像として
取り出す。 

ｲ)毒性予測の解析 

違法ドラッグデータ 
 

大区分 選択テキスト 

分析データ 参照データ 

法的規制 参照データ 

生体作用(実験的) 参照データ 

理学的性質 参照データ 

合成方法 参照データ 

植物学的性質 参照データ 

販売形態 参照データ 

生体作用 参照データ 

非医薬品情報 参照データ 

被害報告情報 参照データ 



 

 

 構造解析クラスタリング手法による、違法
ドラッグを含む乱用薬物について、医薬品を
含めた類似する薬理作用を有する薬物の予
想を可能とした。しかし、乱用薬物の MDMA

等一部を除くとリード化合物の情報が絶対
的に不足することが精度の限界となった。そ
のため、質量分析でのフラグメント化等の情
報も活用できないか検討している。 

 
（４）その他成果 
①情報提供 
 学協会等において論文や総説で情報の提
供を行った。また、別項に示すように地域や
関係団体等での講演を引き受け、新規薬物の
危険性を周知すると同時に情報を関係者が
薬物乱用防止教育や啓発活動で活用するよ
う依頼した。（実績は「５．主な発表論文等」
の〔その他〕を参照） 
②依頼への対応 
 マスコミ、行政機関、警察等からの情報提
供の依頼があった。 
平成２４年度： マスコミ：２件、警察：１
件、行政：１件、マスコミ以外は文書にて乱
用薬物等の生体作用を回答した。 
  
（５）残された課題 
今回の検討では以下の課題が残された。 
第一、違法ドラッグの情報を活用した教材

資料を作成すること、また、新規薬物の毒性
を予測するためのデータベースを確立する
ことができた。しかし、これらの情報は変化
が激しく、印刷物等では修正に時間がかかり、
迅速な対応が求められた。  
第二、作成された資料を活用して薬物乱用

教育を実施する指導者の絶対数が足りず、指
導者を養成するシステムを構築する必要が
あげられた。 
第三、予測システムの精度を上げるために、

比較検証する適当なシステムを設ける必要
があった。 
これらの問題や課題を解決するため、この

研究を基に、新たな研究では HP 作成して、
公開することによりこれらの課題や問題を
解決してゆきたい。 
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